
2027年３月期 第2四半期（中間期）
決算補足説明資料

2026年11月12日

山陽電気鉄道株式会社

東証プライム市場9052

https://www.sanyo-railway.co.jp/



1

目次

・2026年度第2四半期（中間期） 業績資料（連結 実績）  2

・2026年度 業績資料（連結 予想）  3

・2026年度第2四半期（中間期） 鉄道事業運輸成績表（個別 実績）  4

・2026年度 鉄道事業運輸成績表（個別 予想）  5

・設備投資額（連結）  6



2

2026年度第2四半期（中間期） 業績資料（連結実績）

2026年度
第2四半期
実 績

2025年度
第2四半期
実 績

増減 増減率 主な増減理由

運 輸 業
営業収益 10,887 10,679 207 1.9% 鉄道+210

営業利益 860 1,529 △669 △43.7% 鉄道△590、バス△56

流 通 業
営業収益 4,399 4,478 △78 △1.8%

百貨店△109（家庭用品・婦人雑貨等で売上減）、
山陽フレンズ（コンビニ等）+30

営業利益 185 113 71 63.1% 百貨店+72

不 動 産 業
営業収益 2,702 2,130 571 26.8% 山陽電鉄+566（分譲規模の差）

営業利益 1,460 998 461 46.2% 山陽電鉄+461（分譲規模の差）

レ ジ ャ ー ・
サ ー ビ ス 業

営業収益 1,205 1,149 56 4.9% 山商（KFC・ミスタードーナツ・マネケン）+39

営業利益 75 38 37 97.1%

その他の事業
営業収益 594 679 △85 △12.5%

営業利益 93 80 12 15.6%

全 社
（消去利益含む）

営業収益 19,789 19,117 671 3.5%

営業利益 2,688 2,801 △113 △4.0%

【2026年度第2四半期実績のポイント】
◎営業収益はグループ全体で6億7,100万円の増収
◎営業利益はグループ全体で1億1,300万円の減益

・運輸業では鉄道事業において沿線企業の通勤需要や行楽需要が堅調に推移したが、
人件費等の費用増加により、増収減益となった。

・不動産業では分譲事業において明石市での「アルファリアラス西二見」等の引渡しが
あったことや、保有土地の売却等により、増収増益となった。

（単位：百万円）

このうち、旅客運輸収入は
2025年度比では＋1.7％の増収。
（定期外＋1.5％、定期＋2.0％）

詳細はP.4鉄道事業運輸成績表（個別実績）
を参照
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2026年度 業績資料（連結予想）

2026年度
予 想

2025年度
実 績

増減 増減率 主な増減理由

運 輸 業
営業収益 21,539 21,284 255 1.2% 鉄道+265

営業利益 1,033 1,645 △611 △37.2% 鉄道△564

流 通 業
営業収益 9,213 9,360 △147 △1.6% 百貨店△186、山陽フレンズ（コンビニ等）+45

営業利益 311 229 82 36.0% 百貨店+100

不 動 産 業
営業収益 8,238 5,820 2,417 41.5% 山陽電鉄+2,426（分譲規模の差）

営業利益 2,492 2,324 168 7.2% 山陽電鉄+168（分譲規模の差）

レ ジ ャ ー ・
サ ー ビ ス 業

営業収益 2,557 2,416 141 5.8% 山商（KFC・ミスタードーナツ・マネケン）+74

営業利益 197 134 62 46.8%

その他の事業
営業収益 1,229 1,250 △21 △1.7%

営業利益 135 115 20 17.5%

全 社
（消去利益含む）

営業収益 42,777 40,132 2,645 6.6%

営業利益 4,204 4,478 △274 △6.1%

【2026年度予想のポイント】
◎営業収益の年間見込みはグループ全体で26億4,500万円の増収
◎営業利益の年間見込みはグループ全体で2億7,400万円の減益

・運輸業では鉄道事業を中心に定期・定期外ともに需要が堅調に推移することによる
増収を見込むものの、鉄道事業の人件費など費用の増加により減益と想定している。

・不動産業では分譲規模の差により、増収増益と想定している。

（単位：百万円）

このうち、旅客運輸収入は
2025年度比では＋1.7％の増収。

詳細はP.5鉄道事業運輸成績表（個別予想）
を参照
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2026年度第2四半期（中間期） 鉄道事業運輸成績表（個別実績）

（単位：百万円）

2 0 2 6 年 度
第 2 四 半 期
実 績

2 0 2 5 年 度
第 2 四 半 期
実 績

対2025年度第2四半期実績

増減 増減率

定 期 外 3,622 3,568 53 1.5%

定 期

通 勤 3,083 3,022 60 2.0%

通 学 432 425 7 1.7%

計 3,515 3,448 67 2.0%

合 計 7,138 7,016 121 1.7%

【旅客収入】

2 0 2 6 年 度
第 2 四 半 期
実 績

2 0 2 5 年 度
第 2 四 半 期
実 績

対2025年度第2四半期実績

増減 増減率

定 期 外 11,420 11,229 190 1.7%

定 期

通 勤 15,520 15,213 306 2.0%

通 学 5,146 5,029 117 2.3%

計 20,667 20,243 424 2.1%

合 計 32,088 31,473 615 2.0%

【旅客数】 （単位：千人）
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2026年度 鉄道事業運輸成績表（個別予想）

（単位：百万円）

2 0 2 6 年 度
予 想

2 0 2 5 年 度
実 績

対2025年度実績

増減 増減率

定 期 外 7,187 7,086 100 1.4%

定 期

通 勤 6,114 5,995 119 2.0%

通 学 825 810 14 1.8%

計 6,940 6,805 134 2.0%

合 計 14,127 13,892 235 1.7%

【旅客収入】

2 0 2 6 年 度
予 想

2 0 2 5 年 度
実 績

対2025年度実績

増減 増減率

定 期 外 22,716 22,349 367 1.6%

定 期

通 勤 30,737 30,132 605 2.0%

通 学 9,811 9,602 208 2.2%

計 40,549 39,735 814 2.0%

合 計 63,265 62,084 1,181 1.9%

【旅客数】 （単位：千人）
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設備投資額（連結）
（単位：百万円）

2026年度 設備投資計画の主な内訳 （単位：百万円）

運輸業 山陽電鉄 6,396 6000系車両新造、駅バリアフリー化（藤江・西飾磨・的形）、変電所更新 ほか

運輸業 山陽バス 678 バス車両23両 ほか

流通業 山陽百貨店 251 売場改装、空調設備更新 ほか

不動産業 山陽電鉄 3,617 収益不動産取得、チャーム明石西新町建設 ほか

2025年度 設備投資実績の主な内訳 （単位：百万円）

運輸業 山陽電鉄 5,128 6000系車両新造、変電所更新、モルティたるみリニューアル、SANTICS表示更新 ほか

運輸業 山陽バス 83 バス車両3両 ほか

流通業 山陽百貨店 143 空調設備更新、電源装置更新 ほか

不動産業 山陽電鉄 1,280 不動産ファンド出資、チャーム明石西新町建設、山陽西二見ショッピングセンター外装改修 ほか

2 0 2 6 年 度
計 画

2 0 2 5 年 度
実 績

増減 増減率

運 輸 業 7,106 5,278 1,828 34.6%

流 通 業 257 193 64 33.1%

不 動 産 業 3,887 1,280 2,606 203.6%

レジャー・サービス業 57 102 △45 △44.3%

そ の 他 の 事 業 124 59 65 109.2%

計 11,433 6,914 4,519 65.4%
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